情報I ２学期第XX回授業プリント-2　　 ３年　　組　　　番 氏名　　　解答例　　　　　　 

今日の実習－１(リレーショナル型データベースの操作) 
　リレーショナル型は、複数の表が結びついて…などの説明で何となくイメージはできても、実際に操作体験しないと具体的な理解にはなかなかなりませんね。そこでプリントに沿って、リレーショナル型データベースソフトの操作実習をします。
　今回はsAccessというデータベース学習支援ツールを使います。(Microsoft社のOfficeだとAccessに相当するソフトです。それ以外にも、無料で使えるLibreOffice Baseやサーバで使われるMySQLなどのデータベースソフトがあります。このソフトの基本的な機能だけ学びます。)

１　データベースの作成
　ブラウザを立ち上げ、URL欄に　https://saccess2.eplang.jp/saccess/index.php　と入力し、sAccessの演習ページを開きます。

課題１−１　(すべて手作業で作成してみる⇒テーブルデザインを使用)
２　テーブルの作成-1
　sAccessの画面とは別に新たなタブを開き、Googleアカウント(k*****@w.kyojo-j-h.ed.jp)から、Classroomへ進み、「情報I**組_2022」の「データベース実習(基礎)」を開きます。
　Classroomにcsvファイル「uriage.csv」「tokuisaki.csv」「shouhin.csv」を用意してあります。それらを一度自分の「ダウンロード」フォルダに保存(Shiftキー を押しながらクリックするとダウンロードできる画面が表示されます)しておきます。
　再び、sAccessのタブに戻り、オリジナルデータ入力 欄の データファイル１ 横の ファイルを選択 をクリックし、先ほどダウンロードした「uriage.csv」を選び、
　同様に、
　　　データファイル２ に「tokuisaki.csv」
　　　データファイル３ に「shouhin.csv」　　　
を選び、その下の CSVファイル入力 をクリックします。これで、必要なテーブルが揃いました。

３　テーブルの結合-1
　操作コマンド列 の中に、表示 shouhin が入っていることを確認し、
操作コマンドを追加しよう 欄の空欄に、
　　　結合　tokuisaki　　と入力し、追加 をクリック。　続けて
　　　結合　uriage　　と入力し、追加 をクリック。　
これで、バラバラに保存されているデータが結合され、一つになりました。


課題１−２　(結合したテーブルから、必要な列のみを取り出そう)
４　射影-1 
　操作コマンドを追加しよう 欄の空欄に、
　　　射影　商品コード,商品名,得意先名,売上日,数量　　と入力し、追加 をクリック。
　　　　　　　　　(, は半角で)
これで、必要な列のみが表示される。


課題１−３　(さらに必要なデータのみを取り出し、合計と平均を求めてみよう)
５　選択-1 
　操作コマンドを追加しよう 欄の空欄に、
　　　選択　商品コード　1010,1020,1030　　と入力し、追加 をクリック。
これで野球関連の商品の売れ具合だけが表示される。


　画面上の表示結果に問題がなければ、操作結果ダウンロード(CSV) をクリックする。各自のダウンロードフォルダに「result.csv」というファイルが保存されているはず。そのファイルを、「課題１.csv」というファイル名に変更してください。


６　課題の提出-1 
　Classroomの画面に戻り、あなたの課題 欄の「追加または作成」をクリック ⇒ 「ファイル」 ⇒ 「BROWSE」 ⇒ 「ダウンロード」フォルダ内の「課題１.csv」を選択 ⇒ 開く をクリック。

※ 「提出」ボタンはまだ押しません。
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課題２−１　(授業時間内に、もう一度簡単に要点だけ復習しておこう)
７　テーブルの結合-2 
　sAccessの画面に戻り、DB選択に戻る をクリックし、初期画面を表示させます。
　プリセットDB選択 欄の プリセットDB: を「レンタル」にし、プリセットDB選択 をクリックします。
　貸出データ だけが表示されている状態なので、課題１と同様に「顧客データ」「商品データ」を結合してください。

課題２−２　(結合したテーブルから、必要な列のみを取り出そう)
８　射影-2 
　課題１と同様に、「貸出月」「顧客名」「性別」「タイトル」だけを表示させてください。

課題２−３　(さらに必要なデータのみを取り出し、合計と平均を求めてみよう)
９　選択-2 
　課題１と同様に、「3月」と「4月」に貸し出されたデータだけを表示させてください。

　画面上の表示結果に問題がなければ、操作結果ダウンロード(CSV) をクリックする。各自のダウンロードフォルダに「result.csv」というファイルが保存されているはず。そのファイルを、「課題２.csv」というファイル名に変更してください。

１０　課題の提出-2 
　Classroomの画面に戻り、あなたの課題 欄の「追加または作成」をクリック ⇒ 「ファイル」 ⇒ 「BROWSE」 ⇒ 「ダウンロード」フォルダ内の「課題２.csv」を選択 ⇒ 開く をクリック。

※ 「提出」ボタンはまだ押しません。

課題３−１　(自宅で復習しておこう〜授業の翌日に取り組むと、理解も評価も上がると言われています)
１　テーブルの結合-3 
　sAccessの画面に戻り、DB選択に戻る をクリックし、初期画面を表示させます。
　プリセットDB選択 欄の プリセットDB: を「図書館」にし、プリセットDB選択 をクリックします。
　図書データ だけが表示されている状態なので、課題１と同様に「図書データ」「著者データ」「分類データ」「貸出データ」「生徒データ」を結合してください。

課題３−２　(結合したテーブルから、必要な列のみを取り出そう)
２　射影-3 
　課題１と同様に、「書名」「著者名」「学年」「クラス」「番号」「名前」だけを表示させてください。

課題３−３　(さらに必要なデータのみを取り出し、合計と平均を求めてみよう)
３　選択-3 
　課題１と同様に、タイトルが「ごんぎつね」と「手袋を買いに」のデータだけを表示させてください。

　画面上の表示結果に問題がなければ、操作結果ダウンロード(CSV) をクリックする。各自のダウンロードフォルダに「result.csv」というファイルが保存されているはず。そのファイルを、「課題３.csv」というファイル名に変更してください。

４　課題の提出-3 
　Classroomの画面に戻り、あなたの課題 欄の「追加または作成」をクリック ⇒ 「ファイル」 ⇒ 「BROWSE」 ⇒ 「ダウンロード」フォルダ内の「課題３.csv」を選択 ⇒ 開く をクリック。
これで課題は全部ですので、「提出」をクリックして終了です。
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